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――条約違反の宣戦布告と停戦後の侵攻―― 

昭和２０年（1945）年８月９日、ソ連は降伏５日前の日本に対して宣戦布告

し、満州・北朝鮮および南樺太・千島列島において戦闘をはじめたが、これは、

翌年４月まで有効であった日ソ中立条約の完全な侵犯行為であった。 

 ８月１４日、日本がポツダム宣言を受諾すると、スターリンは全千島列島、

および、北海道の北半分をソ連領とすることを要求したが、トルーマン米大統

領は、千島については同意したものの、北海道については拒否をした。 

 スターリンの命令により、８月１５日の停戦成立以降も、ソ連軍による千島

列島侵攻が進められ、北方４島は８月２８日から９月５日までに占領された。 

 ソ連軍は、北方４島領有の根拠として、ルーズベルト大統領とのヤルタ協定

を上げていたが、わが国が参加していない協定が、わが国の領土を取り決める

権限を持ち得ないのは、国際常識であり、また、当事国アメリカも、同協定は

首脳どうしの方針を述べた文書に過ぎず、領土移転のいかなる法律的効果を持

っていないと宣言している。 

――真岡郵便局の９人の乙女の悲劇―― 

８月２０日早朝、真岡郵便局の交換室では、ソ連軍が真岡港に向かった旨の

連絡を、幌泊の監視哨から受信して危険をいち早く知った。女性交換手たちは、

これをさる１６日、緊急疎開するようにという指示を受けていたが、急を告げ

る重要な電話の機能を守るため引き揚げるわけにはいかないと主張してとどま

っていた。その朝、交換室の監督、高石ミキさんは、宿直者全員を起こして交

換台につかせ、緊急を告げるための電話回線を守った。避難する町民や他の主

要な町への連絡を維持するために。港からは凄まじい艦砲射撃、町の角々では

ソ連兵が機銃掃射を浴びせ、一般住民を見境無く次々と撃ち殺している。郵便

局長の上田豊蔵さんも、郵便局に向かったが、激しい銃撃のためにたどりつく

ことができない。彼女たちの身にも刻々と危機が迫ってくる。電話局は警察の

隣りにあるため狙われ易く、後ろが崖で逃げることができない絶体絶命の状況

だった。そんな中で、９人の交換手たちは、ソ連軍の辱めを受けるくらいなら

と、用意していた青酸カリで自決したのであった。 
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――引き揚げ船三船の殉難―― 

太平洋戦争の敗戦から一週間が過ぎて、樺太（現サハリン）から「緊急避難」

する３隻の引き揚げ船が「国籍不明」の潜水艦によって襲撃されたのである。

小笠原丸、第二新興丸、泰東丸の３隻で、合わせて 5千人あまりが乗っていた。 

小笠原丸 １，４０３ｔで１５００名を超える避難民（現在のフェリー１万６

千ｔで定員７００名程度）客船ではなく作業船。 

8 月 22 日の早朝、3時過ぎ、それぞれの引き揚げ船は、北海道の島影をすぐ

左側に見ながら、ゆっくりと小樽港へ向かって南下していた。魚雷攻撃と砲撃

により、小笠原丸と泰東丸は瞬く間に沈没、第二新興丸は大破しながらもかろ

うじて留萌港にたどり着いたが、計約 1,700 名の人名が犠牲になってしまった

のである。 

 2005 年 8 月、「国籍不明」の潜水艦はソ連太平洋艦隊の所属であったことが

「北海道新聞」に報道された。新生ロシアが、長い年月を経て、やっと真相を

情報公開したのである。ソ連軍は、スターリンの命令により、8月 15 日の日本

の降伏後も、なお戦闘を継続させていた。スターリンは、北海道の北半分の占

領を企て、ソ連軍 2個師団を留萌に上陸させる作戦計画を立てていたらしい。

その作戦を円滑に遂行するために、潜水艦を留萌沖周辺に配置して、留萌港に

近づく日本艦船はすべて撃破する態勢をとっていたという。小笠原丸などの３

船が犠牲になったのは、このような状況下であった。 

 このソ連の北海道北半分占領の企ては、アメリカ政府の強い反対にあって、8

月 22 日の夕方、急遽中止された。しかし、戦闘停止命令がソ連潜水艦に届いた

のは、その日の深夜になってからで、そのときにはすでに、約 1,700 名の日本

人人命を奪った惨劇は終わってしまっていた。 
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海底ケーブル敷設船小笠原丸

増毛 小笠原丸慰霊之碑

鬼鹿 三船殉難慰霊之碑

「引き上げ船三船の殉難」
小笠原丸 逓信省海底電線敷設船
(1403トン 翠川信遠船長以下60人乗り組み)
8月21日 樺太より稚内港に入港 避難民1514名のう

ち878名下船 午後4時小樽に向けて出航(乗船
者避難民636名 稚内から乗船避難民６名 乗
組員60名 合計702名)

8月22日 午前4時22分 北緯43度50分東経141度19分
増毛町別苅の沖合い 潜水艦の魚雷攻撃を受け
まもなく沈没 生存者は避難民が20名、乗組員
42名の合計62名死亡または行方不明者は640名
(641名とする文書もあり)

「小笠原丸殉難の碑」
村上高徳氏・道・増毛町・電電公社の４者によ
ってたてられた。昭和27年11月 村上高徳氏は
増毛町会議員で昭和24年から昭和27年までの４
年間私財を投じて３１２体の遺体を海底の船内
から引き上げられた。
死者名簿には子供の氏名不詳が多く死者の特
徴や着衣が書かれている(大人は胸に名札が縫い
付けられているが子供は少ないためである)

第二新興丸 特設砲艦兼敷設船(１２センチ砲２門、
２５ミリ機銃１０数丁、爆雷投射筒)
(２５００トン 萱場松次郎艦長・海軍大佐以
下乗組員１６４名)

８月21日 避難民3600名(正確な数字は不明)を乗せ、
稚内に向かうが、小樽への回航指により小樽へ
向かう。

８月22日 小笠原丸沈没後１時間後ぐらいに留萌沖で
潜水艦(２～３隻)と遭遇し交戦となり、魚雷攻
撃で大破となり多数の死傷者を出すも午前９時
ころ留萌港へ入港をはたす。上陸した避難民の
数は３１５０名程度。したがって死者は４００
人と推定されています。

泰東丸 東亜海運所属(民間船 887トン)
8月22日 乗船人員780名(乗組員含めて)を乗せ苫前沖

(鬼鹿村大椴の沖の証言あり)を、午前10時ころ
小樽へ向けて航行中突然浮上してきた潜水艦に
対して白旗を掲げたが、砲撃を受け機関部に命
中し轟沈した。113名が救助されるも667名が死
亡または行方不明と三船の被害の中で最大とな
った。

8月22日 この三船のほか能登呂丸(1100トン)も避難民
を迎えにいくため航行中に沈没させられており、
戦後1週間もたっているにもかかわらず1700名を
超える犠牲者が出ているのである。鬼鹿に建設
されている碑は「三船殉難の碑」であります。
また、留萌市にも以前はありましたが現在
はモニュメントになっています。
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志賀 晴代さん 沢田 キミさん

可香谷シゲさん 高石 ミキさん

伊藤 千枝さん 吉田八重子さん

高城 淑子さん 松橋みどりさん

渡辺 照さん

「自決した9人の乙女」
高石さんら宿直の交換手全員が自決したらしいとの話

を聞いた上田豊蔵さん( 当時彼女たちの上司で真岡郵便
局長)鈴木さん(電話交換手)斎藤さん(電信の女子事務員)
の三人は、医者と看護婦になりすまし局舎にはいり廊下
を抜け薄暗い階段を駆けるようにしてのぼり、右手の交
換室の戸をあけた。 三人の目にまっさききに飛び込ん
できたのは、監督の机の前に倒れている高石ミキさん
(24歳)の遺体であった。机の上にはその日の交換証のつ
づりと事務日誌がきちんと重ねられて、そのわきに睡眠
薬の空き箱が2つころがっていた。
また、吉田八重子さん(21歳)は市外交換台にプラクを

にぎったままうつ伏せになり、隣の市外交換台の前では、
コードをつかんだままの渡辺照さん(17歳)が横倒しにな
っている椅子の上に覆いかぶさるように死んでいた。
この二人はブレストを頭につけたままで、最後まで他

局からの呼び出しに応ずるために、薄れゆく意識の中で
交換台にしがみついていたのであろう。
プラクを握り、コードをつかんだ右手の指先に彼女ら

の仕事に対する執念をみた思いであった。
三人はあふれる涙をぬぐおうともせず、九人の最後を

しっかり脳裏に刻み込んだ。
可香谷シゲさん(25歳)、伊藤千枝さん(22歳)、沢田キ

ミさん(19歳)、高城淑子さん(19歳)、志賀晴代さん(22
歳）の五人は、監督台と東の窓に添って並んでいる交換
台のほぼ中間で、恐怖のため肩を寄り添うようにして倒
れ、ただ一人松橋みどりさん(17歳と局長は記憶)の遺体
だけがどうしてたわけか南に面した窓際にあった。
睡眠薬の空き箱があることからみて、最後を見苦しく

したくない女性らしい心やりから睡眠薬を飲んだあと青
酸カリを飲み下したのであろう。
そんななかにあって、当時17歳であった松橋さんが最

後の瞬間まで生きたいと願ったのであろうか、あるいは
戦火に追われて逃げる肉親の無事を願ったのかもしれな
い。そのいずれにしても胸を打つ最後であった。
九人は白っぽい制服にモンペをつけていた。(2枚重ね

着していた方もいた) 午前３時には就寝したはずだから
睡眠中に起こされたのだろうに、その乱れはみじんも見
受けられなかった。
室内も女性の職場らしく、いつものように整然として

いた。しかし、交換台には五，六発の弾痕があった。
すでに窓越しに見る町には、激しい銃声とともに恐ろ

しいソ連兵が押し寄せている中で、若い乙女たちにして
自ら命を絶つ以外道があったであろうか。
同行したソ連軍将校は、局長たちの背後に立って最後

の瞬間まで職場を守って死んでいった九人の遺体をみじ
ろきもせず見つめていたが、ついにひざまずいて慟哭す
る鈴木さんらを見ると、静かに胸元に十字を切ってしば
らく瞑目していた。
「死」ことに職責に死した乙女を見たとき、そこには

敵、味方も人種の差もなく人間としての崇敬な気持ち
があるだけである。

金子俊男 著 「樺太１９４５年夏」より
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